
研究キーワード ： 果樹熟期、蛍光、非破壊・非接触

果樹の熟期を光を利用して測定します。

LEDを光源としたレーザー誘起蛍光法（LED-LIF）に基づき、果樹に含まれる光合成色素の蛍光を測定します。

熟期の目安となる指標、例えば糖度など、と蛍光情報の関係性をあらかじめ取得しておくことで、蛍光の測定結

果から熟期を測定します。

蛍光を利用し様々な果樹の熟期を非破壊・非接触で取得します

お問い合わせ：山梨大学 社会連携・知財戦略室 055-220-8759 renkei-as@yamanashi.ac.jp

●研究の特徴・独自性

●産業界へのアピール

非常にシンプルな構造で、誰にでも簡単に果実の成熟具合を測ることができます。

すでに試作機は完成しており、実用化に近い段階です。

農業の省力化、効率化への貢献を一緒に考えませんか。

●応用・活用例

ブドウ ❛シャインマスカット❜ の熟期測定

モモ ❛甲斐トウ果17❜ の熟期測定

その他の果実の熟期測定

農業用ロボットのセンサ
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蛍光を利用した果樹熟期測定

図１ LED-LIF法による熟期測定の試作機 図２ 圃場での測定の様子
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励起光を照射するアクティブな測定方法であり、S/Nが良い特徴

があります。

蛍光を測定するため、非破壊・非接触での測定が可能です。

LED光をパルス状に照射させることで、暗室ではなく、環境光が

存在する屋外の圃場での測定が可能です。


